



























































































up marginをvan Herkらが提唱する計算式set-up margin[mm]=2.5
Σ+0.7σを使用して算出した。














吾 1)、齋藤　雄亮 1)、中島　　誠 1)、石井　　仁 2)
【はじめに】F&P社の新生児用呼吸器回路で、水蒸気透過膜を
用 い た 製 品 に は 従 来 品 のRT235(EVAQUA)と 改 良 型 のRT265
（EVAQUA2）がある。RT235はチューブが薄く、穴が空きやすい
弱点があったが、RT265ではチューブが厚くなり、強度の問題は改
善された。薄い膜のRT235と厚い膜のRT265の水蒸気透過性の違い
を確認するため、温湿度特性を測定した。また呼気側がヒーターな
しビニール製の回路であるRT125の特性も測定し、比較した。 
【方法】人工呼吸器BOURNS　BP-200（分時換気量0.44L/min　酸
素濃度21%）と加温加湿器MR730（40-3℃）を用い呼気側回路の上
流点・中間点・下流点の3箇所の温湿度特性（温度：℃・相対湿度
RH:%・絶対湿度AH：mg/L）をMAPPY+と互換の温湿度測定器で
測定した。
【結果と考察】RT125の温湿度特性は呼気回路上流点:(37.5℃・
95.2％・42.8mg/L) 下流点:(31.8℃・98.8％・32.9mg/L)であった。こ
の回路は呼気側にヒーターがないので、下流へ近づくに従い、温度
が低下し、RHが100%へ近づき、AHが低下した。ビニール製チュー
ブには、結露が発生し回路内側に水滴が付着していた。AHが低下
したのは回路内結露による影響が大きい。RT235の特性は上流点：
(37.2℃・96.7%・42.7mg/L) 下流点：(36.9℃・72.7%・31.6mg/L) で
あった。呼気側にもヒーターがあるので、下流に近づいても、温度
はほぼ一定に保たれたが、RHとAHは低下した。回路内には結露は
なく、水蒸気が透過膜を通過し、AHとRHが低下したものと思われ
る。RT265の特性は上流点：(37.8℃・96.4%・45.3mg/L) 下流点：(38.6℃・
72.3%・33.76mg/L) であり、RT235とほぼ同じ傾向の特性であった。
【まとめ】呼気側回路で水蒸気を逃がし、優れている回路はRT235
とRT265であるが、特性的に大きな差はなかった。膜の薄いRT235
の方が膜の厚いRT265より水蒸気を2～3mg/L程度多く逃がす特性
であった。
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